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■
久
賀
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

齋
藤
清
美
【
白
石
（
白
石
、
大
崎
）】	

前
崎
浩
二�

【
山
田
下
（
山
田
上
、
山
田
中
、

　

山
田
下
）】

加
藤
美
津
恵
【
向
津
原
（
向
津
原
、
向
町
）】

吉
門　

繁�

【
八
幡
下
（
八
幡
上
、
八
幡
下
、

　

仲
町
）】

福
田
ト
ヨ
子�

【
港
町
（
洲
崎
、
港
町
、
戎
町
、

　

前
島
）】

松
岡
宏
和
【
本
町
（
上
本
町
、本
町
、古
町
）】

大
洲
昭
子�

【
東
天
満
町
（
東
天
満
町
、
西
天

　

満
町
、
東
下
津
原
）】

布
村
和
男�

【
西
中
津
原
（
東
中
津
原
、
西
中

　

津
原
）】

山
近
義
人�

【
久
保
河
内
下
（
久
保
河
内
下
、

　

久
保
河
内
上
、
畑
能
庄
）】

甚
澤　

豊
【
新
開
西
（
新
開
東
、
新
開
西
）】

秋
山
律
子
【
中
瀬
田
（
上
津
原
、
中
瀬
田
）】

福
田
玲
子
【
丸
山	（
丸
山
、
流
田
、
佐
古
）】

岡
本
丹
次�

【
宗
光
東
（
庄
地
、
宗
光
東
、
宗

　

光
西
）】

藤
井
正
治�

【
花
田
道
面
（
久
保
田
中
郷
、
花

　

田
道
面
、
平
原
大
畑
）】

大
川
博
敏�

【
山
下
浜
東
１
区（
木
屋
原
、大
元
、

　

山
下
浜
東
１
区
）】

藤
井
ま
り
子�

【
山
下
浜
東
２
区
（
山
下
浜
東

　

２
区
、
山
下
浜
西
１
区
、
山

　

下
浜
西
２
区
、
西
ヶ
原
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

岩
見
真
奈
美
【
向
津
原
（
久
賀
地
区
）】

中
野
純
子
【
山
田
下
（
久
賀
地
区
）】

■
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

甚
観　

篤�

【
東
浜
南
（
東
浜
北
、
東
浜
南
、

　

中
塚
）】

川
本　

卓�

【
小
山
田
南
（
前
港
、
後
港
、
小

　

山
田
北
、
小
山
田
南
）】

佐
川
美
佐
枝
【
流
西
（
流
東
、流
西
、小
平
）】

宮
村
隆
司�

【
東
畑
（
寺
家
、
東
畑
、
西
畑
）】

矢
野
慶
実�

【
蔵
本
（
蔵
本
、
明
神
松
東
、
明

　

神
松
西
）】

佐
田
幸
子�

【
西
田
（
西
の
郷
、
三
蒲
中
村
、

　

新
屋
敷
、
西
田
）】

上
成　

敏�

【
自
光
寺
（
棟
畑
、
屋
代
中
村
、

　

奥
村
、
石
原
、
樫
原
、
自
光
寺
）】

松
本
康
男�

【
神
領
（
神
領
、
中
、
原
、
田
中
、

　

銅
）】

吉
永
明
代�

【
吉
井
（
徳
神
、
吉
井
、
郷
の
坪
、

　

吉
兼
）】

福
田
美
則�

【
砂
田
（
上
北
迫
、
下
北
迫
、
東

　

北
迫
、上
砂
田
、砂
田
、下
砂
田
、

　

川
地
、
羽
越
）】

井
倉
清
水�

【
上
片
山
（
上
片
山
、
中
片
山
、

　

下
片
山
）】

山
中
和
美
【
石
小
田
（
石
小
田
、
先
小
田
）】

渕
上
眞
治�

【
中
小
田
（
中
小
田
、
和
田
、
屋

　

代
中
田
）】

森
田
あ
や
子�

【
北
一
東
（
瀬
戸
、
北
一
西
、

　

北
一
中
、
北
一
東
）】

中
西
耕
作�

【
北
二
中
（
北
二
西
、
北
二
中
、

　

北
二
東
）】

大
田
昭
子�

【
南
三
（
笠
佐
、
南
三
、
南
二
、

　

南
一
）】

河
野
充
則【
宮
の
下（
宮
の
下
、沖
石
、北
石
）】

窪
田
豊
治
郎�

【
小
松
中
田（
小
松
中
田
、手
崎
）】

佐
本
洋
二
【
新
開
（
明
新
、
新
開
）】

松
永
充
司�

【
砂
堀
（
安
迫
、
水
車
、
砂
堀
、

　

小
方
）】

伊
東　

薫�

【
松
ヶ
崎
（
松
ヶ
崎
、金
屋
、唐
樋
、

　

五
反
田
）】

廣
田
惠
子
【
浜
東
（
郷
串
、
浜
西
）】

川
端
静
代【
浜
東（
浜
東
、上
湯
所
、下
湯
所
）】

田
中
常
治�

【
大
東
（
大
東
、
久
保
、
家
房
原
、

　

割
石
）】

髙
山
健
司�
【
中
開
地
（
川
窪
、
中
開
地
、
天

　

神
東
、
明
神
、
追
通
）】

藤
野　

豊
【
立
石
（
立
石
、
皆
地
）】

珠
山
啓
子�

【
中
浜
（
赤
石
、
中
浜
、
迎
原
、

　

原
定
）】

久
保
哲
夫�

【
久
保
庄
（
久
保
庄
、下
庄
、坂
本
、

　

西
浜
）】

平
岡
一
枝
【
大
歳
（
森
添
、
大
歳
、
塩
田
）】

里　

秀
司
【
塩
町
（
浜
、
塩
町
）】

大
迫
美
夫
【
里
（
奥
田
中
、
木
原
、
里
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

山
中
貴
代
美
【
南
二
（
大
島
地
区
）】

柳
澤
裕
実
【
小
山
田
南
（
大
島
地
区
）】

■
東
和
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉	

奥
田
知
佐
子
【
情
（
情
）】

岡
本
良
夫
【
雨
振
（
伊
保
田
２
区
）】

松
岡
忠
邦�

【
伊
保
田
３
区
（
伊
保
田
３
区
、

　

４
区
、
５
区
）】

後
日
選
任
予
定�

【（
伊
保
田
６
区
、７
区
、８
区
、

　

９
区
の
一
部
）】

川
口
満
彦�

【
伊
保
田
10
区
（
伊
保
田
９
区
の

　

一
部
、
10
区
、
11
区
）】

松
井
ナ
ミ
子
【
小
伊
保
田
（
小
伊
保
田
）】

濱
本
重
史�

【
油
宇
14
区
（
油
宇
13
区
、
14
区
、

　

15
区
）】

長
和
達
平
【
油
宇
17
区
（
油
宇
16
区
、17
区
）】

井
川
町
子�

【
油
宇
19
区
（
油
宇
18
区
、
19
区
、

　

馬
ヶ
原
）】

中
元
節
代�

【
和
田
東
泊
（
和
田
東
泊
、
西
泊
、

　

中
泊
）】

中
西
清
美�

【
和
田
庄
西
（
和
田
庄
東
、
庄
西
、

　

庄
里
）】

末
武
敏
江
【
内
入
東
（
内
入
全
域
）】

濵
本　

誠
【
小
泊
東
中
（
小
泊
全
域
）】

中
村
眞
理
子
【
和
佐
東
中
浜
（
和
佐
全
域
）】

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委

員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
４
年
12
月
１
日
付
け

任
期
：
令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で

（
敬
称
略
、
掲
載
の
漢
字
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
の
範
囲
内

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５
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有
光
美
代
【
神
浦
東
（
神
浦
全
域
）】

矢
野　

泉
【
森
鹿
老
渡
（
森
全
域
）】

矢
野
睦
美�
【
平
野
塩
屋
（
平
野
後
園
、
祇
園
、

　

塩
屋
、
内
浜
、
鎌
田
）】

向
井
ひ
と
み�
【
平
野
防
河
内
（
平
野
江
口
、

　

為
栗
、
本
平
野
、
防
河
内
）】

川
﨑
壽
夫
【
小
積
（
小
積
）】

上
杉
幸
子
【
大
積
（
大
積
）】

高
木　

郁
【
長
崎
西
（
長
崎
全
域
、
西
方
）】

藤
本
珠
美�

【
下
田
西
（
下
田
全
域
（
白
寿
苑

　

含
む
））】

本
城
浩
美
【
船
越
西
（
船
越
全
域
）】

柳
原
春
美�

【
外
入
東
泊
（
外
入
下
妙
見
、
上

　

妙
見
、
宮
下
、
郷
、
西
三
下
、

　

東
三
下
）】

松
永
豊
子
【
外
入
西
泊
（
外
入
西
泊
、東
泊
）】

叶
井
真
理
【
伊
崎
（
伊
崎
）】

松
井
幸
子
【
地
家
室
郷
（
地
家
室
全
域
）】

桑
原
市
藏
【
佐
連
東
（
佐
連
全
域
）】

山
根
鉄
雄【
沖
家
室
岡（
沖
家
室
刈
山
、岡
、鼻
）】

山
田
惠
美
子【
沖
家
室
南（
沖
家
室
南
、中
、峠
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

岡
本
慶
子
【
長
崎
東
（
東
和
地
区
）】

高
田
映
子
【
長
崎
西
（
東
和
地
区
）】

■
橘
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

東
原
正
一
【
鹿
家
（
鹿
家
）】

網
本
千
鳥
【
栄
（
栄
）】

尼
野
富
三
【
安
高
（
安
高
）】

島
原
資
郎
【
原
（
原
）】

寺
田　

縁
【
古
城
（
古
城
）】

豊
田
敬
子
【
和
戸
（
和
戸
）】

岬
崎
光
志
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

中
岡
さ
き
江
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

岡
本
文
子
【
西
浦
（
西
浦
）】

星
出
香
代
子
【
真
宮
（
真
宮
）】

金
刺
ミ
ツ
子�

【
正
分
（
正
分
、
お
れ
ん
じ
ヒ

　

ル
ズ
）】

山
岡
政
博
【
長
尾
天
満
（
長
尾
天
満
、安
下
）】

平
田
道
博
【
源
明
（
源
明
、
川
間
、
田
中
）】

後
日
選
任
予
定
【（
三
ツ
松
東
）】

中
本
淳
子
【
三
ツ
松
中
（
三
ツ
松
中
）】

松
岡
彩
子
【
三
ツ
松
西
（
三
ツ
松
西
）】

藤
田
君
恵
【
庄
南
（
庄
南
、
庄
北
）】

坂
本
悦
子
【
江
頭
（
吉
浦
、
江
頭
、
大
泊
）】

神
田
正
美【
神
田（
下
開
地
、西
開
地
、神
田
）】

奥
川
与
志
人
【
貞
広
（
貞
広
、
大
光
寺
）】

村
岡
佳
子
【
新
屋
上
（
新
屋
上
、
新
屋
下
）】

西
村
仁
明【
浜
西
中（
長
浜
、浜
西
、浜
西
中
）】

久
保
恭
子�

【
浜
東
（
浜
中
、
浜
東
、
日
良
居

　

団
地
）】

⻆
井
佳
枝�

【
土
居
西
中
（
土
居
西
上
、
西
下
、

　

西
中
）】

中
原
洋
子�

【
土
居
東
中
（
土
居
東
中
、
東
上
、

　

東
下
）】

松
田
洋
子
【
油
良
西
（
油
良
西
、
西
中
）】

小
川
智
恵
美【
油
良
東（
油
良
東
中
、東
、郷
）】

小
村
和
美�

【
江
ノ
浦
東
（
江
ノ
浦
西
、
江
ノ

　

浦
東
、
楽
ノ
江
）】

川
上
小
雪
【
樽
見
（
樽
見
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

小
柳
さ
お
り
【
原
（
橘
地
区
）】

近
藤
雅
美
【
土
居
西
下
（
橘
地
区
）】

中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

10
月
に
連
携
中
学
校
出
身
者
を
対
象
と
し

た
中
学
校
の
教
諭
に
よ
る
、
第
２
回
目
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
高
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
校
に
入
学
し
て
半
年
が
経
ち
、
学
校
生

活
に
慣
れ
て
き
た
な
か
で
、
現
在
の
学
校
生

活
に
つ
い
て
の
話
や
中
学
校
の
思
い
出
話
な

ど
、
中
学
３
年
次
の
担
任
の
先
生
と
、
久
し

ぶ
り
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
中
学
校
か
ら
変
化

し
た
こ
と
や
進
路
の
こ
と
な
ど
話
す
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
の
高
校
生

活
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」
等
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
活
を
通
し
て
成
長
し
、
中
学
生
時
代
と

変
わ
っ
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「〝
届
け
よ
う
、
服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
報
告

　

本
校
は
平
成
26
年
９
月
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
世
界
の
難
民
問
題
に
対
し

て
自
分
達
が
で
き
る
国
際
貢
献
活
動
を
目
的

に
、「〝
届
け
よ
う
、服
の
チ
カ
ラ
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
6
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
、
幅
広
い
視
野
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
活
動
を

継
続
的
に
行
っ
て
、
生
徒
の
成
長
に
寄
与
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
「
中
高
一
貫
だ
よ
り
」

で
も
地
域
の
皆
さ
ま
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
本
年
度
も
多
く
の
服
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
服
と
ま
ご
こ
ろ
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
と
国

連
の
機
関
を

通
じ
て
世
界

の
難
民
の
子

ど
も
達
に
届

け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

④  

問
周
防
大
島
高
校　

☎
77
‐
１
０
４
８

カウンセリングの様子

活動の様子
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来
年
２
月
中
旬
か
ら
申
告
相
談

が
始
ま
り
ま
す
。
会
場
で
は
、ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
や

こ
ま
め
な
換
気
・
消
毒
等
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
会
場
が
大
変
混
み
合

い
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
の
待
ち
時

間
短
縮
の
た
め
次
の
こ
と
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
所
得
税
確
定
申
告
書
の
電
子
申

告
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
分
所
得
税
確
定
申
告

に
つ
い
て
、
会
場
で
申
告
相
談
さ

れ
た
所
得
税
確
定
申
告
書
（
還
付

申
告
を
含
む
）
は
電
子
申
告
で
税

務
署
に
送
付
し
ま
す
。
電
子
申
告

を
行
う
際
は
利
用
者
識
別
番
号
が

必
要
と
な
る
た
め
、
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
の
は
が
き
や
通
知
書

を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
利
用
者
識
別
番
号
が

無
い
方
は
、
申
告
相
談
時
に
会
場

で
新
規
に
取
得
し
ま
す
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
本
人
確

認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
収
入
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

の
準
備

　

申
告
に
は
令
和
４
年
中
の
収
入

金
額
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

で
す
。
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
等

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
中
に
生
命
保

険
会
社
等
か
ら
満
期
保
険
金
・
一

時
配
当
金
や
個
人
年
金
等
を
受
け

取
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
も
所
得

と
み
な
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
所

得
金
額
は
収
入
（
実
際
に
支
払
わ

れ
た
金
額
）
か
ら
経
費
（
掛
け
金

等
）
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ
っ
て

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
告
の
際
に
は
、
生
命
保
険
会
社

等
か
ら
発
行
さ
れ
る
支
払
通
知
書

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
に

　

医
療
費
の
計
算
や
営
業
・
農
業

等
の
収
入
と
経
費
の
計
算
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
計
算
コ
ー

ナ
ー
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、

事
前
の
資
料
整
理
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
営
業
・
農
業
等
の
収
支
計
算
を

す
る
場
合

　

あ
ら
か
じ
め
、
毎
月
の
収
入
金

額
や
領
収
書
を
整
理
し
て
、
項
目

別
に
確
認
が
で
き
る
よ
う
、
分
類
・

集
計
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
営
業
・

農
業
等
の
事
業
所
得
が
あ
る
す

べ
て
の
人
に
つ
い
て
記
帳
と
帳

簿
等
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
記
帳
に
あ
た
っ
て
は
、

売
上
等
の
収
入
金
額
や
仕
入
れ

そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関
す
る

事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
、
請
求

書
や
領
収
書
等
の
書
類
と
と
も

に
５
～
７
年
間
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
記
帳
は
、
一

つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く

日
々
の
合
計
金
額
の
み
を
ま
と

め
て
記
帳
す
る
な
ど
、
簡
易
な

方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
）

■
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
『
医
療

費
控
除
の
明
細
書
』
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る

「
医
療
費
の
通
知
」
な
ど
を
添
付
す

る
と
、
明
細
書
の
記
入
を
省
略
で

き
ま
す
。
領
収
書
は
「
医
療
を
受

け
た
人
ご
と
」、「
病
院
・
薬
局
ご

と
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計

金
額
を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
医
療
費
の
払
い
戻
し

や
、
生
命
保
険
な
ど
の
補
て
ん
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
わ

か
る
資
料
を
準
備
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
領
収
書
等
の
注
意
事
項

　

領
収
書
や
証
明
書
は
、
必
ず
原

本
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、

年
金
支
払
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）

か
ら
町
に
年
金
情
報
が
通
知
さ
れ

て
き
ま
す
の
で
、
町
・
県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収

票
に
記
載
し
て
あ
る
控
除
以
外
の

控
除
等
を
追
加
す
る
場
合
や
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
の
還

付
を
受
け
た
い
場
合
は
、
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に
！

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８
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マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方

　マイナンバーカードをお持ちください。マイナンバーカードには顔写真が付いているので、マイナンバーカー
ドのみでマイナンバーおよび本人の確認が可能です。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方

　ご記入いただくマイナンバーと、そのマイナンバーの持ち主であることの確認書類が必要なため、確認書類
①と②をお持ちください。

　例）�通知カード※、住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載があるものに限ります）
　　　などのうちいずれか１つ
　※�「通知カード」は令和２年５月 25 日に廃止されていますが、通知カードに記載された氏名、住所などが
住民票に記載されている内容と一致している場合に限り、引き続き番号確認書類として利用できます。

　例）�運転免許証、パスポート、身体障害者手帳などのうちいずれか１つ（※写真表示のない身元確認書類（保
　　　険証等）の提示のときには、２種類以上の書類が必要です。例保険証とキャッシュカード等）

申告の際は、マイナンバーの提示が必要です！

　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の
導入により、令和５年度 町・県民税申告書お
よび令和４年分所得税確定申告書の提出の際
には、マイナンバーの記載および本人確認書
類の提示が必要となります。
　必要な本人確認書類は次のとおりです。

確認書類 ①　   マイナンバーの確認書類

確認書類 ②　   マイナンバーの持ち主であることを確認できる書類

譲渡所得・青色申告等の申告相談について
　次のような申告を希望される方は、柳井税務
署で申告相談をお願いします。
・��株式や土地などの譲渡所得、山林
所得、先物取引に係る雑所得　
・青色申告　
・損失申告
・初めて住宅借入金等特別控除を受ける申告

「申告相談所」の会場が変わります
　令和５年の申告相談の会場が前回から変更になる
地区があります。
　その他の会場を含む全体の「申告相談所開設日程」
については、１月号の広報でお知らせします。
【前回から変更となる地区】

地区 （旧）会場 （新）会場
大島 しまとぴあスカイセンター 大島庁舎
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　周防大島町では、令和５年７月１９日をもって現農業委員会委員が任期満了となるため、次期農業委員お
よび農地利用最適化推進委員の推薦および募集を行います。

農業委員

農地利用最適化推進委員

共通事項

※�地域計画とは、農家への意向把握を基に、話し合いを通じて「将来誰が農地を利用するのか」「地域農業をどのように
維持・発展していくか」などを集落ごとに定め、目標地図と共に作成する計画です。

周防大島町
農業委員会

農業委員 および

農地利用最適化推進委員 の推薦および募集

■定数　１４人
■任期　令和５年７月 20 日～令和８年７月 19 日
　　　　（３年）
■対象者
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌
に属する事項に関し、その職務を適切に行うこと
ができる方で共通事項の資格要件を満たす方
■主な職務等
 ・�農地の権利移動、転用の許可等の審議および決
定ならびにこれらに関する現地調査
 ・�農地の利用調整、担い手の確保・育成、遊休農
地の発生防止・解消
 ・�地域計画の策定に向けた意向把握、話し合いへ
の参加の呼びかけ・準備等
 ・�その他農業に関する調査および情報提供ならび
に研修会等への参加

■定数　２１人
■任期　令和５年７月～令和８年７月 19 日　　　
　　　　（農業委員の任期満了の日まで）
■対象者
　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有
する方で共通事項の資格要件を満たす方
■主な職務等
 ・�担当地域内の農地の権利移動、転用の許可等へ
の意見具申、これらに関する現地調査
 ・�農地の利用調整、担い手の確保・育成、遊休農
地の発生防止・解消
 ・�地域計画※の策定に向けた意向把握、話し合い
への参加の呼びかけ・準備等
 ・�その他農業に関する調査および情報提供ならび
に研修会等への参加

■推薦および募集の期間
　令和５年１月６日㈮～２月 10 日㈮
■資格要件
○次の要件に該当する方
 ・�町内に住所を有する方。ただし、業務の遂行に支
障がなく、特別な事情がある場合はこの限りでは
ありません。
 ・�町が設置する他の附属機関等の委員で兼務が禁止
されていない方
 ・町の常勤の職員でない方
 ・��タブレット端末を取り扱うことに支障がない方
○�なお、次のいずれかに該当する場合は委員となる

ことができません。
 ・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方
 ・�禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
またはその執行を受けることがなくなるまでの方

■推薦および応募の方法
　推薦書または応募申込書に必要事項を記入し、関
係書類を添えて、推薦および募集の期間内に郵送（必
着）または直接お届けください。直接お持ちになる
場合は、平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分
までにお願いします。
※�詳しくは、町ホームページの「周防大島町農業　
委員及び農地利用最適化推進委員の推薦及び募　
集の実施について」をご覧いただくか、お問い　
合わせください。

■推薦および募集に係る書類等
　推薦書、応募申込書等の用紙は農業委員会事務局
で配布しています。また、町ホームページからもダ
ウンロードできます。
■書類の提出先・問い合わせ
　〒 742-2301　周防大島町久賀 5134 番地
　　　　　　  　農林水産課内　
　　　　　　　  周防大島町農業委員会事務局
　　　　　　  　☎ 0820（79）1002
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※期限を過ぎると支給はできません。
※�不備があると支給が遅れてしまいます。記入例を
よくご確認いただき、ご記入ください。

※�税の申告をしていない方、令和４年１月２日以降
に世帯員の中に転入した方がいる場合や課税され
ている方と死別等した場合は、申請が必要です。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金のご案内
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、
１世帯当たり５万円の給付を行います。給付金を受け取るには手続きが必要です。

問福祉課 生活支援班　☎ 0820（77）5505

対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

　令和４年 9月 30日時点で周防大島町に住民票
があり、世帯全員の令和４年度の住民税（均等割）
が非課税である世帯。
※�住民税が課税されている方の扶養に入ってい
る方のみの世帯は対象外。

住民税均等割非課税世帯
　令和４年１月から 12 月までの家計が予期せず
急変し、同一世帯に属する方全員が「住民税非
課税世帯相当※」にあると認められる世帯。

家計急変世帯

申請手続き等

　対象となる世帯の世帯主宛に町から「確認書」
を送付しています。同封の記入例に従い、必要
事項をご記入の上、令和５年２月 15 日㈬までに
同封の返信用封筒にて郵送するか、福祉課また
は各総合支所・出張所へ提出してください。

　福祉課および各総合支所に備え付けています
申請書に必要事項を記入し、必要書類と一緒に
福祉課または各総合支所へご提出ください。な
お、申請書は、町ホームページからもダウンロー
ドできます。
■申請期間　令和５年２月 15 日㈬まで

申請が必要です町から届いた確認書の提出（返送）が
   必要です

※�世帯全員のそれぞれの年収見込額 ( 令和４年１
月以降の任意の１カ月収入× 12 倍 ) が住民税
均等割非課税水準以下であることを指します。
例�単身世帯：93 万円以下
　３人世帯：168.4 万円未満（※例は目安です）

ご注意ください！
○�住民税が課税されている方に扶養されている方のみの世帯であるにもかかわらず給付金を受給した場合、詐欺罪
（不正受給）に問われます。
○電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。
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気
を
つ
け
よ
う
「
冬
の
血
圧
」

　

今
年
も
あ
と
半
月
に
な
り
ま
し
た
。
12
月

に
入
り
寒
さ
も
増
し
、
よ
う
や
く
冬
本
番
と

い
う
感
じ
で
す
。

　

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感
染
症
と
同
じ
よ

う
に
、
冬
の
血
圧
も
注
意
が
必
要
で
す
。

早
朝
高
血
圧

（
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ジ
）
に
要
注
意

　

血
圧
は
、
1
日
の
中
で
会
話
や
食
事
、

入
浴
や
ト
イ
レ
な
ど
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し

た
行
動
で
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
起
床
と
と
も
に
上
昇

し
、
夜
に
な
る
に
つ
れ
下
降
し
、
睡
眠
中

が
最
も
低
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
睡

眠
中
も
下
が
ら
ず
朝
ま
で
高
い
状
態
が
続

い
て
い
る
人
や
早
朝
に
な
る
と
急
上
昇
す

る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
高
血
圧
学
会
に
よ
る
と
早
朝
高
血

圧
は
、
早
朝
に
測
定
し
た
血
圧
が
１
３
５

／
85
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
の
場
合
と
さ
れ
て
お

り
、
健
診
や
診
察
で
は
正
常
な
場
合
が
多
い

た
め
、
隠
れ
高
血
圧
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
相
談
を
し
て
い
る
と
、「
夏
は
低
い

の
に
冬
に
な
る
と
高
く
な
る
」
と
言
わ
れ
る

方
が
い
ま
す
。
血
圧
は
、
季
節
で
も
変
化
し

ま
す
。
夏
と
冬
の
差
は
10
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
程
度
が

多
く
、
夏
は
正
常
で
も
冬
は
高
血
圧
に
な
る

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
早
朝
に
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
の
発
症
は
、
午
前
中
に
多
く
、
早
朝
高

血
圧
も
理
由
の
1
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
危

険
な
高
血
圧
で
す
。
早
朝
に
血
圧
が
急
上
昇

す
る
「
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ジ
」
は
、
飲
酒
や

塩
分
の
過
剰
摂
取
、
朝
の
冷
え
込
み
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
関
連
し
て
い
ま
す
。
特
に
晩
酌

の
習
慣
の
あ
る
人
は
、
夜
は
下
が
り
ま
す
が
、

翌
朝
は
上
が
る
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ジ
を
起
こ

し
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。

本
当
の
血
圧
を
知
ろ
う

　

自
分
が
早
朝
高
血
圧
な
の
か
ど
う
か
は
、

毎
朝
血
圧
を
測
る
こ
と
で
確
認
で
き
ま
す
。

降
圧
剤
を
飲
ん
で
い
る
人
の
中
に
は
、
翌
朝

ま
で
効
果
が
持
続
し
な
い
人
も
い
ま
す
。
高

血
圧
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
毎
朝
血
圧
を
測

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

血
圧
に
優
し
い
冬
の
過
ご
し
方

　

冬
は
鍋
な
ど
温
か
い
物
を
食
べ
る
機
会
が

増
え
、
特
に
年
末
年
始
は
、
お
せ
ち
な
ど
塩

分
の
多
い
食
事
や
飲
酒
に
よ
り
血
圧
が
上
昇

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
び
塩
と
節
酒
を

心
が
け
る
よ
う
に
し
、
外
に
出
る
時
は
暖

か
く
す
る
、
部
屋
の
温
度
の
差
を
少
な
く

す
る
な
ど
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
に
気
を

つ
け
、
血
圧
と
上

手
に
付
き
合
い
、

寒
い
冬
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

【
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ
】

　

寒
く
な
る
と
食
べ
た
く
な
る
お
で
ん
。
次

の
具
の
中
で
塩
分
の
多
い
具
材
は
ど
れ
で

し
ょ
う
。（
答
え
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①
大
根　

②
さ
つ
ま
揚
げ　

③
も
ち
巾
着

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班 

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４ № 117

▲報告書を受け取る藤本町長（右から有吉祥男副
委員長、河村誠治委員長、藤本町長）

指定管理者選定委員会が町長へ報告書を提出

　竜崎温泉潮風の湯、周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等
及び周防大島町総合交流ターミナル指定管理者選定委員会（河村
誠治委員長・山口大学名誉教授）は、11月 16 日、竜崎温泉潮風
の湯、周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等（長浦スポーツ
海浜スクエア・グリーンステイながうら）および周防大島町総合
交流ターミナル（道の駅サザンセトとうわ）の指定管理者の選定
に係る報告書を藤本町長に提出しました。
　町では 12月議会において、優先交渉権者の指定の議決を受け、
施設の指定管理者に指定することとしています。
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

　改めまして周防大島のご当地鍋「みかん鍋」を
詳しくご紹介します。物語のはじまりは周防大島
町誕生から２年後の 2006 年、島はひとつをスロー
ガンに開催されました「周防大島まるかじり」イ
ベントまでさかのぼります。農協・漁協・商工会・
観光協会の産業４団体がお互いの長所を持ち寄り
「みかんの島」のアイコンとなる名物料理を創り上
げようとの想いからみかん鍋は誕生しました。
　イベント当日まで各飲食店のメンバーが夜な夜
な集まって料理開発に取り組んだことは今も鮮明
に思い出されます。会場では大鍋による振る舞い
で好評を博しましたが、この時点ではシンボルと
なる鍋用みかんは浮かんでいない未完成の状態で
した。地産地消を心がけ、イベントだけのメニュー
でなく各店舗で秋冬の名物料理として提供しよう
と、さらなるブラッシュアップに励みました。
　スライスしたみかんを浮かべる、皮をむいたみ
かんを浮かべるなど試行錯誤の結果、直径５cm
程度の小玉みかんに「鍋奉行御用達」の焼印を押
して浮かべること、お鍋の〆としてメレンゲの淡
雪雑炊を提供することが決まり、現在のみかん鍋
が完成しました。
　その翌年からはお取り寄せ鍋の通信販売、みか
ん胡椒の商品化、お一人様からお召し上がりいた
だける「みかん小鍋」の提供や、みかん鍋を囲ん
での婚活パーティー「鍋婚」の開催、民泊家庭の
皆さんを対象とした料理教室の開講、ニッポン全
国鍋グランプリの出場など、常に新しいチャレン
ジを続けてきました。

　当初は鍋にみかんが浮かぶビジュアルから厳し
いご意見も数多く寄せられましたが、紆余曲折を
経ながらも、誕生から 10 年を迎えるころには、み
かん鍋は周防大島のご当地鍋として親しまれるま
でになり、その後も山口県のご当地鍋となること
を目標に現在もアピールに努めています。
　近年では鍋の季節になればテレビや雑誌でご紹
介いただき、みかん鍋は周防大島の宣伝部長とし
て大いに活躍してくれていますが、いつかは周防
大島町内における学校給食のメニューとして児童
に笑顔で食べてもらえたら嬉しい限りです。
　令和５年 1月 22 日㈰に開催予定の「周防大島
まるかじり」でもみかん鍋を振る舞いますので、
この機会に是非ともご賞味ください。
　

◆
令
和
４
年
高
齢
者
叙
勲

○
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　

片
岡　

利
延
さ
ん
（
西
屋
代
）

　
（�

元
公
立
中
学
校
長
）

受
章
・
受
賞

◆
山
口
県
選
奨
（
自
治
功
労
）

　

椎
木　
　

巧
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（�

元
周
防
大
島
町
長
）

ご当地鍋「みかん鍋」の歩み

▲藤本町長へ受賞の報告に訪れた椎木巧さん㊨

▲鍋用みかんは管理を徹底し安全で安心なものを供給
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　�山県郡北広
島町東八幡
原

問�北広島町観
光協会芸北
支部
☎ 080-6339-2136
℻ 0826-72-6905

　�豊田郡大崎
上島町沖浦
1900

問�大崎上島町
観光協会
☎ 0846-65-3455
℻ 0846-65-3522

　�世羅郡世羅
町甲山

問�今高野山開
基 1200 年
記念事業実
行委員会
☎ 0847-22-2115

�　�山口県大島郡
周防大島町平
野 1212-1

問�サン・スポー
ツランド片
添
☎・℻
0820-78-0500

　�山口県玖珂郡
和木町瀬田紺
屋作 260-1

問�和木町蜂ヶ
峯総合公園
管理協会
☎ 0827-52-3751
℻ 0827-52-3772

　�山口県熊毛
郡上関町長
島 10071

問�上関町産業
観光課
☎ 0820-62-0360
℻ 0820-62-1528

　�島根県浜田
市国分町

問�浜田市観光
協会
☎ 0855-24-1085
℻ 0855-24-1081

��　�島根県邑智
郡美郷町上
野地内

問�美郷町産業
振興課
☎ 0855-75-1214
℻ 0855-75-1218

　�島根県邑智
郡邑南町下
口羽 1191-2

問�邑南町産業
支援課
☎ 0855-95-2565
℻ 0855-95-0171

新型コロナウイルス感染症　県や市町から外出自粛のお願いをしている場合があります。お住まいの地域やお出掛け先の状況を各自治体のホームページなどでご確認ください。感染状況によっては、施設が閉園している場合もあります。お出掛け前に各施設のホームページや問い合わせ先にご確認を。

場 場 場

場場場

場 場 場

県内有数の紅葉の名所。822 年、弘法大師空海が開
いたとされる真言密教の霊場で、今年で開基 1,200

年を迎えます。春の桜も人気です。

　# 世羅町今高野山

17 大崎上島町  中
な か の は な

ノ鼻灯台（5 月）

# 灯台

18 世羅町  今
いまこうやさん

高野山（11 月）

# ダム湖

16 北広島町  聖
ひじりこ

湖・樽
たるとこ

床ダム（10月）

晩秋のころに美しく色づいた紅葉が絶景です。入り
江や島、岬など変化に富んだ湖岸線が広がるキャ

ンプ地としても人気のスポットです。

航 路を照らす灯台は、明治 27 年から約 120 年間も
航海の安全を見守り続けています。青い海と空の

背景が白い灯台を引き立てます。

# すおうおおしま

21  周
すおうおおしまちょう

防大島町　
      片

かたぞえがはま

添ケ浜海水浴場（10 月）

快水浴場100 選にも選ばれた美しい海。快晴の日に
はヤシの並木が続く海岸から四国の山々を一望で

き、刻一刻と色合いを変える海の景色を楽しめます。

芳
ほ う

醇
じゅん

なバラの香りが漂うバラ園。広大な敷地に多品
種のバラが植えられています。　※バラ園は令和

5年 3月まで改装工事中ですが、自由に出入りできます

# バラ園

22 和
わ き ち ょ う

木町  蜂
は ち が み ね

ヶ峯総合公園（5 月）

山頂にある白い灯台型の展望台。らせん階段を登る
と、標高 314 ｍから、360 度のパノラマビューを

楽しめます。

# 上盛山

23 上
かみのせきちょう

関 町   上
かみさかりやま

盛 山 展望台（5 月）

島根のウユニ塩湖ともいわれ、満潮時には、湖に浮か
ぶようなインスタ映えの写真が撮影できます。鯨や

貝の化石などがある 1,600 万年前の地層も見られます。

　# 畳ケ浦

26  浜田市  石
いわみたたみがうら

見畳ヶ浦（11月）

高台から見える濃霧の雲海。好天に恵まれた春や秋
の早朝に、展望台から眺めることができます。町

では雲海予報を発表していますので、ぜひご確認を。

　# みさとと。

27 美
みさとちょう

郷町  田
た の は ら

之原展望台（11月）　

旧 JR三
さんこうせん

江線の駅のホームや線路を町の公園として開
放しており、懐かしい当時の姿を楽しめます。期

間限定でトロッコ運行もあります。

28 邑
おおなんちょう

南 町  口
く ち ば

羽駅公園（7 月）　

# おおなんちょう
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広島広域都市圏
絶景かな！
- 海・山・名所 -  №２

特
集

　広島広域都市圏※の「絶景スポット」を 11 月号と
12 月号で紹介します。休日に少し足を延ばして出掛
けてみませんか？　撮影した写真に #（ハッシュタグ）
をつけて I

インスタグラム
nstagramなどに投稿してみましょう。

■問い合わせ　広島市広域都市圏推進課
　　　　　　　☎ 082-504-2017、℻ 082-504-2029
※�広島市の都心部からおおむね 60 ㌔の圏内にある
28 市町で構成する圏域

山県郡安芸
太田町加計
1653-2

問�温井ダムリ
ゾート
☎ 082-625-0141

　�山口県岩国
市横山二丁
目 6-51

問�錦川鉄道㈱
岩国管理所

☎ 0827-41-1477
℻ 0827-41-1505

　�山口県柳井
市大畠

問�大畠観光協
会
☎ 0820-45-2414
℻ 0820-45-2456

　�山口県熊毛
郡田布施町
馬島 71

問�のんびらん
ど うましま

☎ 0820-55-5475
℻050-3488-6847

　�山口県熊毛
郡平生町佐
賀 807-1

問�平生町産業
課
☎ 0820-56-7117
℻ 0820-56-7123

新型コロナウイルス感染症　県や市町から外出自粛のお願いをしている場合があります。お住まいの地域やお出掛け先の状況を各自治体のホームページなどでご確認ください。感染状況によっては、施設が閉園している場合もあります。お出掛け前に各施設のホームページや問い合わせ先にご確認を。

各スポットの交通アクセス、
駐車場など、詳しい情報は
◀こちらの二次元コードで

各市町の、写真内の（　）は撮影月、#はお薦めのハッシュタグ、場は撮影場所の住所、二次元コードは絶景スポットに関連するホームページ

場

場場

場 場

　　# グランピング

15 安芸太田町　
     温

ぬ く い

井ダム周辺（10 月）

テントや道具がなくても気軽にキャンプが楽しめるグ
ランピング。施設内から見るダムや自然と調和した

四季折々の景色は美しく、優雅なひとときを味わえます。

16 北広島町  聖
ひじりこ

湖・樽
たるとこ

床ダム（10月）

晩秋のころに美しく色づいた紅葉が絶景です。入り
江や島、岬など変化に富んだ湖岸線が広がるキャ

ンプ地としても人気のスポットです。

　# いわくに時間

19 岩国市　
　  岩国城ロープウエー（7月）

ロープウエーで登る標高約 200 ｍの山頂からは、よ
く晴れた日には旧城下町と錦帯橋、岩国空港や瀬

戸内海の島々が見渡せます。

大 畠瀬戸の渦
うずしお

潮は、日本三大潮流の一つ。干満の差
による急流で発生し、大島大橋の歩道から眺める

渦潮の迫力は圧巻です。鯛釣りの聖地としても人気です。

　# 大畠瀬戸

20  柳井市  大
おおばたけせと

畠瀬戸（6 月）

# すおうおおしま

21  周
すおうおおしまちょう

防大島町　
      片

かたぞえがはま

添ケ浜海水浴場（10 月）

快水浴場100 選にも選ばれた美しい海。快晴の日に
はヤシの並木が続く海岸から四国の山々を一望で

き、刻一刻と色合いを変える海の景色を楽しめます。

　# 夕日

24 田
た ぶ せ ち ょ う

布施町　
      のんびらんど うましま（10 月）

海辺から見る夕日が絶景で、バーベキュー、海水浴、
ハイキングが楽しめるスポットです。秋には、まれに、

だるまの形に見える「だるま夕日」を見ることができます。

展 望台では、標高 438 ｍから 360 度のパノラマを
楽しめ、天候に恵まれると、九州や四国まで見渡

せます。大迫力の風車と瀬戸内海の絶景は必見です。

　# 大星山

25 平
ひらおちょう

生町  大
おおぼしやま

星山展望台（3 月）

島根のウユニ塩湖ともいわれ、満潮時には、湖に浮か
ぶようなインスタ映えの写真が撮影できます。鯨や

貝の化石などがある 1,600 万年前の地層も見られます。

　# 畳ケ浦

26  浜田市  石
いわみたたみがうら

見畳ヶ浦（11月）
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　周防大島中学校で出前授業

　11月４日、周防大島中学校において、藤本町長が
周防大島中学校２年生へ周防大島町についての授業
を行いました。
　これは、社会科の授業の一環として行われたもの
で、藤本町長は、町長や役場が行っている仕事や役
割について具体的な例を出しながら説明するととも
に、官約移民制度の時代から続くハワイ州と周防大
島のつながりや環境問題などについて話をしました。

　中学校生徒の主張発表大会

　11月８日、第 72回目となる大島郡中学校生徒の主張発表大
会が橘総合センターにて開催されました。
　これは、「社会を明るくする運動」の一環として大島保護区保
護司会などが主催し開催したもので、６人の中学生が明るい社
会をつくるためにできることなどについて発表を行いました。
　発表者は、伝える言葉に気をつけ責任を持つこと、人と人と
のつながりの大切さ、自分の見方を変えることで見えてくるこ
とや笑顔であいさつを交わせる社会など、自分の考えや体験か
ら感じたことを主張。審査の結果、大島中学校３年の屋敷香凛
さんが最優秀に選ばれました。

周 防 大 島 町 の 話 題

▲主張発表大会の様子（主張を行う屋敷香凛さん）

　キックターゲットで日米交流

　11月 12日、周防大島町陸上競技場において、「日
米子供キックターゲット」が行われました。
　これは、在日米軍基地の家族と周辺住民との交流
を目的に行われているイベントで、今年で７回目。
今回実施されたキックターゲットには、町内のサッ
カースポーツ少年団、岩国市および岩国米軍基地の
子どもたちが参加し、混成チームで的を落とした数
を競いながらコミュニケーションをとっていました。
　参加した日米の児童からは、「面白かった」「次に
このような機会があれば絶対に参加したい」などの
感想がありました。▲キックターゲットの様子

▲「どんな風な町になっていってほしい？」など、時折生徒に
問いかけながら授業を進める藤本町長
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【Ｐ８ちょび塩クイズ答え：①大根（①大根 0.6 ｇ②さつま揚げ 0.4 ｇ
③もち巾着 0.5 ｇ）】おでんは煮汁を吸うので塩分量も多くなります。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
周

防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
担
当
の
中
野
で
す
。
早

い
も
の
で
周
防
大
島
に
移
住
し
て
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
へ
遊
び
に
来
て
い
た
時
は
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
も
少
な
く
、
不
便
な

と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実

際
に
生
活
し
て
み
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く

機
会
は
減
り
、
特
に
不
便
に
感
じ
る
こ
と
は

な
く
、『
住
め
ば
都
』
と
は
こ
う
い
う
こ
と

な
ん
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
遊
ぶ
と
こ
ろ

は
な
く
て
も
、
海
と
景
色
が
好
き
な
私
に

と
っ
て
は
堤
防
で
の
ん
び
り
と
海
を
眺
め
る

こ
と
は
楽
し
く
思
い
ま
す
し
、
な
に
よ
り
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。
海
岸
通
り
を
車
で
走
っ
て

い
る
と
、
夕
日
で
赤
く
染
ま
る
空
と
穏
や
か

な
瀬
戸
内
の
海
が
な
ん
と
も
幻
想
的
で
、
つ

い
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
海
と
景
色
が
大
好
き
な
私
が
担
当

し
て
い
る
番
組
、『
島
景
色
～
周
防
大
島
の

景
色
を
巡
る
～
』。
周
防
大
島
の
各
集
落
を

巡
り
、
撮
影
し
た
景
色
を
放
送
す
る
と
い
う

と
っ
て
も
シ
ン
プ
ル
な
番
組
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
に
素
朴
で
、
と
て
も
素
敵
な
景

色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
に
行
く
た
び
に
「
こ
ん
な
場
所
が

あ
っ
た
ん
だ
！
」
と
新
し
い
発
見
も
あ
り
ま

す
。
実
際
に
景
色
を
見
て
か
ら
画
角
を
決
め

て
撮
影
す
る
の
で
す
が
、
画
面
越
し
に
景
色

を
見
る
と
思
っ
て
い
た
感
じ
と
違
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
綺
麗
な
情
景
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
撮
影
を
し
て

い
ま
す
が
、
撮
影
の
難
し
さ
と
奥
深
さ
を
痛

感
し
な
が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
知
っ
て
い
る
場
所

や
馴
染
み
の
場
所
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

も
し
か
す
る
と
知
ら
な
か
っ
た
場
所
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
普
段
見
慣
れ
て
い
る
景

色
も
、
画
面
を
通
す
こ
と
で
違
っ
た
印
象
を

感
じ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
、
周
防
大
島
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
放
送
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ち
な
み
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
ま
す
が
、
不
審
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▲�撮影しているところをみかけた
ら、ぜひ声をかけてください！

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 中野 寛之の

35

政策企画課
☎ 0820（74）1007

　うそ電話詐欺を未然に防ぐ

　11 月 16 日、柳井警察署において、うそ電話詐欺
被害を未然に防止された方への感謝状が贈呈されまし
た。感謝状が贈られたのは、白木郵便局の石津則彦さ
んと曽良大輔さんの２人。10 月中旬に来局した方の
言動から詐欺を疑い「詐欺の可能性が高い、警察に相
談した方がよい」と説得するとともに警察へ通報する
などして被害を未然に防いだものです。
　局長の石津さんは、「相談しに来て良かったと言っ
てもらえたことが全て」「相談しやすい環境づくりに
これからも取り組んでいきたい」と話しました。

▲感謝状を贈られた２人（右から曽良大輔さん、石津則彦
さん、山根保宏柳井警察署長）

　自然の中で遊び、文化を楽しむ

　11月 26 日、27 日の２日間で、片添ケ浜海浜公園
オートキャンプ場にて、自然の中で遊びや文化を楽し
む「ＰＬＡＹ “文化” ＦＥＳ．」が開催されました。
　６月に「遊び」をテーマに開催した「ＰＬＡＹ Ｆ
ＥＳ．」に加え、芸術・食・伝統などの文化を体験で
きるエリアが設けられ、子どもたちが裸足になって遊
べるプレイパーク、フラ・和太鼓・音楽などのステー
ジ、タイで普及している三輪自動車トゥクトゥクの試
乗体験など、訪れた方は、各エリアでさまざまな遊び
や文化を楽しみました。

▲はた織り体験コーナー（先人が残してくれた文化を体験
し、学ぶ）
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■
提
出
先　

　

税
務
課 

課
税
第
2
班
ま
た
は
各

総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
2
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

周
防
大
島
町
長
杯

第
８
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
高

校
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

山
口
県
内
を
は
じ
め
中
四
国
・

九
州
か
ら
全
国
大
会
常
連
校
を
招

聘
。
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
を
間

近
で
見
ら
れ
る
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
観
戦
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

令
和
５
年
１
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪

■
会
場

　

長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ

ア
、
周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場
、

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

■
参
加
校

　

決
定
後
、
総
合
体
育
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
総
合
体
育
館

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
５
１
２

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生

は
、
山
口
県
農
業
協
同
組
合 
周
防

大
島
統
括
本
部
の
臨
時
職
員
と
し

て
勤
務
し
な
が
ら
柑
橘
栽
培
・
出

荷
・
販
売
に
係
る
知
識
、
技
術
を

習
得
し
、
円
滑
な
就
農
に
向
け
た

研
修
を
受
け
ま
す
。
採
用
に
つ
い

て
は
、
書
類
審
査
、
面
接
等
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
人

■
研
修
場
所

　

山
口
県
農
業
協
同
組
合 

周
防
大

島
統
括
本
部
お
よ
び
山
口
県
か
ん

き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
町
内
担
い

手
ほ
場
等

■
研
修
期
間
・
条
件

 

・
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年
３
月

 

・�

Ｊ
Ａ
山
口
県
の
勤
務
時
間
に
準

じ
ま
す
。
研
修
期
間
中
は
賃
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
年
齢　

50
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

令
和
５
年
１
月
13
日
㈮
ま
で
に

履
歴
書
を
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

農
林
水
産
課 

農
林
水
産
振
興
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

空
家
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
定
住
促
進
と
空
家
の

有
効
活
用
を
目
的
と
し
て
、
空
家

を
「
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
」
と

希
望
さ
れ
る
空
家
所
有
者
等
か
ら

提
供
さ
れ
た
情
報
を
「
借
り
た
い
・

買
い
た
い
」
方
に
紹
介
す
る
「
空

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
か
ら
制
度
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
賃
貸
物
件
に
加

え
、
売
買
物
件
の
取
扱
い
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

各
種
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

使
っ
て
い
な
い
空
家
を
お
持
ち
の

方
は
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

令
和
５
年
１
月
１
日
～
３
日

星
野
哲
郎
記
念
館
を
無
料
開

放
し
ま
す

　

周
防
大
島
町
出
身
の
作
詞
家
、

星
野
哲
郎
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
歌

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
１
月
１
日

㈰
か
ら
３
日
㈫
の
３
日
間
、
星
野

哲
郎
記
念
館
の
入
館
料
を
無
料
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

公
共
施
設
管
理
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
３

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
る
方
は
、
養

蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
毎
年
1
月

1
日
時
点
の
蜜
蜂
の
飼
育
状
況
や

飼
育
計
画
に
つ
い
て
記
載
し
た「
蜜

蜂
飼
育
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
提
出
書
類

　

蜜
蜂
飼
育
届

　
（
農
林
水
産
課
で
配
布
）

■
提
出
期
限

　

令
和
５
年
1
月
17
日
㈫

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

募　
　

集

お
知
ら
せ

催　
　

し

みんなの情報源

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
申
告
に
つ
い
て

■
申
告
の
必
要
な
方

　

商
店
・
農
業
・
漁
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る

会
社
や
個
人
の
方

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

　

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

■
償
却
資
産
と
は

　

事
業
用
の
機
械
・
器
具
・
備
品
等

■
申
告
書
に
つ
い
て

　

以
前
か
ら
申
告
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
今
回
が
初
め
て

と
な
る
方
は
、
申
告
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

課
税
標
準
の
特
例
（
船
舶
な
ど
）

や
課
税
免
除
の
適
用
（
旅
館
・

製
造
業
な
ど
）
を
受
け
る
場
合

に
は
別
途
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い

内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
注
意
点

 

・
確
定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別

　

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

 

・
国
税
申
告
書
（
確
定
申
告
）
等

　

の
調
査
に
よ
り
修
正
申
告
を
し

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限

　

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
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島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

●
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り

 

・
日
時

　

令
和
５
年
1
月
14
日
㈯

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

 

・
場
所

　

味
の
ふ
る
さ
と
工
房
（
西
方
）

 

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

5
人

 

・
募
集
締
め
切
り

　

令
和
５
年
1
月
4
日
㈬

●
う
ど
ん
づ
く
り

 

・
日
時　

　

令
和
５
年
1
月
25
日
㈬

　

午
後
1
時
～
4
時

 

・
場
所

　

大
島
地
区 

実
施
者
宅

 

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

5
人

 

・
募
集
締
め
切
り　

　

令
和
５
年
1
月
13
日
㈮

●
あ
ら
れ
と
み
か
ん
餅
づ
く
り

・
日
時

　

令
和
５
年
2
月
2
日
㈭

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

・
場
所

　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

 

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

5
人

 

・
募
集
締
め
切
り　

　

令
和
５
年
1
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
暮
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

第
32
回
サ
ザ
ン
セ
ト
音
楽
祭

郷
土
芸
能
・
邦
楽
の
部（
入
場
無
料
）

　

音
楽
に
親
し
む
柳
井
市
、
周
防

大
島
町
、
上
関
町
お
よ
び
平
生
町

の
個
人
、
団
体
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時　

　

令
和
５
年
１
月
15
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
（
開
場
１
時
）

■
場
所

　

サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

　
（
柳
井
市
柳
井
３
６
７
０
‐
１
）

■
内
容

　

箏
曲
、
民
謡
、
尺
八
、
和
太
鼓
、

大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
10
組

■
問
い
合
わ
せ

　

サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
０
１
１
１

リ
ア
ル
ト
ー
ク

「
海
の
環
境
と
私
達
の
暮
ら

し
意
見
交
換
会
」（
入
場
無
料
）

　

有
識
者
、
海
の
環
境
保
全
団
体

そ
し
て
脱
プ
ラ
な
ど
に
取
り
組
む

企
業
が
、
暮
ら
し
に
よ
っ
て
発
生

す
る
海
ご
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

みんなの情報源

■
日
時　

　

令
和
５
年
１
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
（
約
１
時
間
）

■
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー 

２
階

■
定
員

　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
方
法

　

令
和
５
年
１
月
４
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
、
専
用
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

屋
代
島
さ
と
う
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
田
中
）

　

☎
０
９
０
（
７
５
０
７
）
２
８
２
１

サ
ザ
ン
セ
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト　

 

平
生

　

ゴ
ル
フ
場
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
な
が
ら
恋
人
探
し
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
遊
び
な
が
ら
自
然
と
打
ち
解
け

ら
れ
る
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
５
年
1
月
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

平
生
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
（
平
生
町
曽
根
４
５
２
‐
３
）

■
参
加
資
格

 

・�

男
性
…
22
歳
～
45
歳
の
独
身
者

で
、
柳
井
地
域
（
柳
井
市
・
周

防
大
島
町
・
上
関
町
・
田
布
施
町
・

平
生
町
）
に
お
住
ま
い
の
人

 

・�

女
性
…
22
歳
～
45
歳
の
独
身
者

（
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
定
員　

男
性
10
人
／
女
性
10
人

■
参
加
費

　

男
性
・
女
性
と
も
に
４
０
０
０

円
（
軽
食
付
き
）

※�

当
日
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
上
、

in

動
き
や
す
い
服
装
（
ス
ニ
ー

カ
ー
着
用
必
須
）
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法

　

令
和
５
年
１
月
８
日
㈰
ま
で
に

（
一
社
）
や
ま
ぐ
ち
定
住
促
進
県
民

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ら
く
よ
り

ド
ッ
ト
コ
ム
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

地
域
振
興
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

★
催
し
や
各
種
行
事
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
延
期
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

周防大島町人権教育推進大会

講演�「児童虐待とは何か　
～これからの家庭教育支援の地域の取り組みについて～」 

■日時　１月 27 日㈮　午後１時 30 分～３時 30 分
■場所　山口県大島防災センター〈入場無料〉
■講師　西南学院大学人間科学部　教授　田中理絵 氏　
■定員　100 人（事前予約制・先着順）
■申し込み方法
　令和５年１月 13 日㈮までに電話にて
お申し込みください。（定員になり次第
締め切らせていただきますのであらかじ
めご了承ください）
■申し込み・問い合わせ
　教育委員会 社会教育課　☎ 0820（78）2205

▲専用申込
フォームへ
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冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
き
、
水
道
管

が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
凍
結
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、

タ
オ
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
系
保
温
チ
ュ
ー
ブ

（
市
販
品
）
な
ど
を
水
道
管
に
巻
き
つ
け
、
そ

の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
直
接
冷
気
を

受
け
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
蛇
口
の
水
を
少

し
ず
つ
出
す
方
法
も
効
果
的
で
す
。

凍
結
し
や
す
い
水
道
管 

 

・
屋
外
に
露
出
（
む
き
出
し
）
し
て
い
る
管 

 
・�

家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
ら
な
い
と
こ

ろ
に
あ
る
管 

 

・
風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
管 

一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方 

 

・�

保
温
材
や
タ
オ
ル
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上

ま
で
完
全
に
包
み
、
レ
ジ
袋
な
ど
で
覆
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 

・�

メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
使
い
古
し
の
タ
オ
ル

や
布
切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
入
れ
、

保
温
し
ま
す
。

水
道
管
が
凍
っ
た
場
合 

 

・�

蛇
口
が
凍
っ
た
と
き
は
、
自
然
に
溶
け
る

の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。（
※
急
に
熱

い
お
湯
を
か
け
る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂

し
た
り
、
給
水
栓
を
傷
め
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
） 

 

・�

凍
結
に
よ
り
蛇
口
を
開
け
て
も
水
が
出
な

い
場
合
、
蛇
口
を
開
け
た
ま
ま
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
水
が
出
な
く
て
も
、
必
ず

蛇
口
を
閉
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合 

 

・�

水
道
管
お
よ
び
水
道
メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し

た
と
き
は
、で
き
る
範
囲
で
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。 

 

・�

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏
水
に

つ
い
て
は
、
町
指
定
の
水
道
工
事
店
へ
直

接
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・�

漏
水
に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道
料
金
が
減

免
の
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

町
指
定
の
水
道
工
事
店
ま
た
は
水
道
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・�

近
所
の
お
宅
で
漏
水
を
見
か
け
た
と
き
は
、

お
住
ま
い
の
方
に
お
声
掛
け
を
い
た
だ
く

か
、
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

みんなの情報源

濡れないよう
に ビ ニ ー ル
テープで防水

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
　
問
水
道
課 

管
理
班　

☎
79
‐
１
０
１
１

保温チューブ
を水道管に取
り付ける

年末年始の交通安全県民運動

柳井警察署だより

　12 月 10 日から令和５年１月３日までの間、「年
末年始の交通安全県民運動」が実施されます。
　県内の過去５年間の交通事故死者数と重傷者数
は、12 月が最多となっています。
　12 月は日没がとても早いことから、ドライバー
の方は、早めのライト点灯やハイビームを上手に
活用し、危険を早期に発見しましょう。
　歩行者の方は、明るい服装と反射材の活用を実
践し、自分の存在を目立たせることで、交通事故
を防止しましょう。
　また、年末年始はお酒を飲む機会が増える傾向
にあります。飲酒運転は、危険で悪質な犯罪です。
お酒を飲んだら運転しない、周囲の方も、ドライ
バーの方にお酒や車両を提供したり、飲酒運転に
同乗しないことを徹底しましょう。
■問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110

凧あげは近くに電線のないところで！
　もし凧が電線にか
かったら、自分で取ろ
うとせずに、中国電力
ネットワークへお知ら
せください。電線には、
絶対に触らないでくだ
さい。

■連絡先　
　中国電力ネットワーク株式会社
　柳井ネットワークセンター　☎ 0120（616）318

令和４年度 二十歳の集い
　日時　令和５年１月４日㈬　式典：午前 11 時～
　会場　山口県大島防災センター

令和５年 消防出初式
　日時　令和５年１月５日㈭　式典：午前 10 時～
　会場　東和総合センター
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い
よ
い
よ
今
年
も
締
め
く
く
り
で
す
ね
。

年
の
瀬
に
入
っ
た
12
月
1
日
は
「
い
の
ち
の

日
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？
「
い
の
ち
の
日
」
は
、
自
殺
予
防
を
目

的
に
２
０
０
１
年
に
厚
生
労
働
省
が
定
め
、

今
年
で
21
年
が
経
ち
ま
す
。
し
か
し
、
20
年

以
上
が
経
っ
た
今
で
も
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ

て
お
ら
ず
、
知
ら
な
い
方
の
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に
、
改
め

て
〝
い
の
ち
に
つ
い
て
〟、〝
生
き
る
こ
と
に

つ
い
て
〟
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

5
人
に
1
人
が
悩
ん
で
い
る

　

自
殺
予
防
と
言
わ
れ
て
も
、
何
を
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
戸
惑
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、

自
殺
が
ど
こ
か
異
次
元
で
、
遠
い
世
界
の
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
る
方
が
多
い
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
よ
う
な
中
、
厚
生
労

働
省
が
令
和
3
年
度
に
行
っ
た
国
民
意
識
調

査
で
は
、
な
ん
と
5
人
に
1
人
が
「
こ
れ
ま

で
に
本
気
で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
皆

さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
？
「
本
気
で
自
殺

を
考
え
る
」
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
、
苦
し
ん

で
い
る
人
は
案
外
身
近
に
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

命
の
門
番
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
門
」
と
「
守
る
人
、
番
人
」
を
意
味
す
る

言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、「
命
の
門

番
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
少
し
仰
々
し

い
で
す
が
、「
ど
う
も
最
近
思
い
つ
め
て
い

る
か
も
」
な
ど
、
自
殺
の
危
険
サ
イ
ン
に
気

づ
き
、
優
し
い
声
を
か
け
る
こ
と
や
必
要
に

応
じ
て
ど
こ
か
に
相
談
す
る
よ
う
促
す
こ
と

な
ど
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
役
割
で
、
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
ご
自
身
の
そ
し
て
周
囲
の
こ

こ
ろ
の
変
化
に
も
目
を
向
け
、
必
要
な
手
当

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
一
歩
に
つ
な
が
り
、
い

の
ち
の
応
援
団
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

周
防
大
島
町
保
健
師　

行
田　

美
穂

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

みんなの情報源

あ
な
た
も
「
い
の
ち
の
応
援
団
」

～
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
～

⁉

施設名 休館日等 連絡先

グリーンステイながうら
潮風呂保養館

12 月 27 日㈫、1月３日㈫
マイクロバスはお休み。

79-0021

竜崎温泉潮風の湯
12 月 27 日㈫　
マイクロバスはお休み。

77-1234

片添ケ浜温泉遊湯ランド

12 月 28 日㈬～ 31 日㈯、
1月２日㈪、４日㈬
※�元日は午前７時から午後
２時まで営業

78-2226

星野哲郎記念館 12 月 28 日㈬、１月４日㈬ 78-0365

陸奥記念館 年中無休 75-0042

なぎさ水族館 12 月 30 日㈮～ 1月２日㈪ 75-1571

道の駅サザンセトとうわ 12 月 31 日㈯～ 1月２日㈪ 78-0033

宮本常一記念館 12 月 28 日㈬～ 1月３日㈫ 78-2514

日本ハワイ移民資料館 12 月 29 日㈭～ 1月３日㈫ 74-4082

久賀八幡生涯学習のむら 12 月 28 日㈬～ 1月３日㈫ 72-2601

周防大島町陸上競技場・
総合体育館

12 月 29 日㈭～ 1月３日㈫ 78-2512

※詳しくは、各施設へお問い合わせください。

年末年始  休業・営業のご案内
（12 月 27 日～ 1 月４日の予定）

令和４年のおもなできごと
（広報紙から）

１月 �26 日、株式会社ジュンテンドーと
「災害救援物資の調達に関する協
定」を締結

３月 �25 日、山口県産業ドローン協会と
「災害時等におけるドローンを使用
した支援活動に関する協定」を締結

４月�１日、山口県農業共同組合と応急
給水活動に係る支援等の内容を加
えた「災害時における支援活動に
関する協定」を新たに締結

８月 �21 日、「アロハ・フラ島高」がフ
ラガールズ甲子園で、７位入賞と
なる特別賞を受賞

　　�27 日、周防大島町において、山口
県とハワイ州との姉妹提携締結調
印式が行われる

10 月 �23 日、海ごみゼロに向けて行動
する「海ごみゼロ宣言」を藤本町
長が行う
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相談／休日在宅当番医（12 月 21 日～１月 20 日）

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消費生活上の不安
や心配を感じたら
消費生活センター
にご相談ください。

【
相
談
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
で
、
割
引
価
格
の
健
康
食
品
を
１
回

だ
け
試
す
つ
も
り
で
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
商
品
が
翌
月
も
送
ら

れ
て
き
た
。
広
告
を
再
度
確
認
す
る
と
、「
３
回
以
上
の
商
品
購
入

が
条
件
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
解
約
・
返
品
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
は
じ
め
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
な
く
、
購
入
者
の
都
合
で
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

販
売
サ
イ
ト
上
の
表
示
内
容
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
表
示
が
な
い
場

合
に
は
、
商
品
到
着
後
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
送
料
を
負
担
し
て
返

品
可
能
で
あ
る
こ
と
を
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

健
康
食
品
な
ど
の
通
信
販
売
で
、「
定
期
購
入
」
が
条
件
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
期
間
は
解
約
で
き
な
い
契
約
が
増
え
て
い
ま
す
。
割

引
価
格
で
「
初
回
」「
モ
ニ
タ
ー
」「
お
試
し
」
と
記
載
の
あ
る
も
の

は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、
事
業
者
は
契
約
に
関
す
る
重
要
な
情
報
を

「
最
終
確
認
画
面
」
に
明
確
に
表
示
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
購
入

前
に
は
よ
く
見
て
、
契
約
条
件
や
解
約
・
返
品
ル
ー
ル
を
必
ず
確
認

し
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
な
ど
し
て
記
録
に
残
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

お
試
し
の
つ
も
り
が
定
期
購
入
に
！

育児相談
12 月 22 日㈭　10：00 ～ 11：30

（しまとぴあスカイセンター）

  １月 13 日㈮　10：00 ～ 11：30（日良居庁舎）
  １月 17 日㈫　10：00 ～ 11：30

（久賀福祉センター）

問子育て世代包括支援センターOhana ☎ 73-5511

認知症相談
  １月   ５日㈭　  9：00 ～ 16：00（日良居庁舎）

問地域包括支援センター　☎ 73-5506

こころの相談会
  １月   ６日㈮　10：00 ～ 12：00（久賀福祉センター）

問健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504（要予約）

出張年金相談

毎月第３火曜日（久賀総合センター）
　10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00　　　
※要予約（予約は相談希望日の前月１日から受付）
※�持参の必要なものがあります。詳しくはお問い
合わせください。

問岩国年金事務所　☎ 0827（24）2222

特設人権相談所

１月６日㈮　9：30 ～ 12：00（大島庁舎）

問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

常設人権相談所

毎週月～金曜日　8：30 ～ 17：15（休日を除く）

問山口地方法務局 岩国支局　☎ 0827-43-1125

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
12 月 25 日㈰　しまかぜ在宅支援診療所
　　　　　　　　　　　　　　　　     ☎ 78-2533

12 月 30 日㈮　橘医院　　　　　　　☎ 77-1000

12 月 31 日㈯　野村医院　　　　　　☎ 76-0017

  １月   １日㈰　安本医院　　　　　　☎ 73-0822
  １月   ２日㈪　しまかぜ在宅支援診療所
　　　　　　　　　　　　　　　　     ☎ 78-2533
  １月   ３日㈫　山中医科歯科クリニック
　　　　　　　　　　　　　　　　     ☎ 72-0152

  １月   ８日㈰　おげんきクリニック　☎ 74-2490

  １月   ９日㈪　川口医院　　　　　　☎ 78-0306

  １月 15 日㈰　正木内科医院　　　　☎ 76-0021
※�町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直
医が対応しています
大島病院　☎ 74-2580 ／東和病院　☎ 78-0310

ちょび塩の日ＰＲ活動　問健康増進課 ☎ 73-5504  
１月   ８日㈰　9：00 ～ 11：00（中央フード大島店）
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人の動き（12 月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １４，３７８人 （51 人減）

男（日本人） ６，６４５人

女（日本人） ７，６２２人

外国人 １１１人 （１人減）

世帯数 ８，３８９戸 （29 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生　     0 人　　
　　転入　11 人 小計 11 人
減：死亡　36 人
　　転出　25 人 小計 61 人

今月の納期

　【第３期分】　固定資産税
　【第６期分】　国民健康保険税（普通徴収）
　　　　　　　介護保険料（普通徴収）
　　　　　　　後期高齢者医療保険料  （普通徴収） 
   

納期限　12 月 26 日㈪

周防大島町交通事故発生状況（令和４年 10 月末現在）

人身交通事故（前年比）

件数 死者 傷者

１２（+1） ０（-2） １５（± 0）

物損事故件数

２３８ 前年比 ＋２

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　星野哲郎が畠山みどりさんに提供した作品を中
心に、60 年を超える畠山さんの歌手生活をふり返
る企画展です。
　星野にとって、畠山さんは「人生の応援歌」と
いう作風を確立する出発点になった特別な歌い手
でした。艶歌、遠歌、塩歌など、同じ「えん」歌
にもさまざまな色合いのあることを、経験を積ん
だ後に星野は主唱するようになります。それぞれ
の作品を、いま改めてその色彩に沿って確認し、
制作の背景や関連する星野エッセイを紹介します。

【開館時間】　
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

【休館日】
　水曜日（水曜日が祝日の時はその翌日）
　年末年始は 12 月 28 日㈬、１月４日㈬

令和４年度　星野哲郎記念館企画展開催中！

　援歌（Enka）の誕生～　
　僕が畠山みどりさんに書いた「うた」

11月 10日（木）～令和５年５月９日（火）

写真：荒牧万佐行

問商工観光課　　　☎ 0820（79）1003
　星野哲郎記念館　☎ 0820（78）0365

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


